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●那珂川町消防団通常点検	 ２
●那珂川町長選挙結果	 ４
●町の財政状況を公表します	 ５
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ひばり幼稚園運動会
「デカパン…はずかしい？」

町のイメージキャラクター
「なかちゃん」
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本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
屋
内
で
は
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
暖
房
器
具
は
空
気
も
乾
燥

し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、全
国
の
自
治
体
・

各
消
防
署
で
は
、
11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
、
全
国
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
建
物
火
災
に
つ
い
て
は
、

犠
牲
者
の
約
６
割
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
原
因

の
多
く
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防

法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
６

月
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
庁
の
統
計
に
よ
る
と
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
、
火
災
の
際
の
迅
速
な
避

難
と
初
期
消
火
に
よ
り
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、
被
害

状
況
（
死
者
数
・
焼
損
床
面
積
・

損
害
額
）が
概
ね
半
減
し
て
お
り
、

住
宅
防
火
対
策
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
未
設
置
の
方
は
、
至
急
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
を
防
ぎ
、
命

を
守
る
た
め
に
は
、
次
の
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

大
切
な
家
族
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
25
年
度
那
珂
川
町
消
防
団

（
荒
井
諭
団
長
、
団
員
４
８
９

名
）
通
常
点
検
が
10
月
20
日
、
馬

頭
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
大
金
伊
一
町
長
の

点
検
者
宣
言
に
よ
り
通
常
点
検
を

開
始
し
ま
し
た
。
馬
頭
中
学
校
少

年
消
防
隊
、
小
川
中
学
校
少
年
消

防
隊
も
消
防
団
員
と
と
も
に
ハ
ツ

ラ
ツ
と
し
た
行
動
で
人
員
並
び
に

服
装
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

機
械
器
具
点
検
に
続
い
て
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
終
了
後
、
団
員
の
み
な

さ
ん
は
、
大
金
伊
一
町
長
か
ら

「
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
発
揮

さ
れ
、
心
強
く
思
い
ま
す
。
町

民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
、

引
き
続
き
、
使
命
感
を
堅
持
し
、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
協

力
願
い
ま
す
」
と
訓
示
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
荒
井
諭
団
長

か
ら
は
「
講
評
は
良
好
で
あ
り

ま
し
た
が
、
本
年
度
の
通
常
点

検
や
今
年
度
の
活
動
を
見
直
し
、

今
後
へ
向
け
て
よ
り
良
い
消
防

活
動
へ
と
邁
進
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
激
励
が
あ
り

ま
し
た
。

　

途
中
か
ら
降
り
だ
し
た
雨
の
た

め
、
予
定
し
て
い
た
分
列
行
進
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
点
検
時
に
栃
木

県
知
事
、
県
消
防
協
会
長
や
同
南

那
須
支
部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
那
珂
川
町
消
防
団
通
常
点
検
を
執
行

備
え
は
万
全
！

秋季全国火災予防運動11月9日から15日まで 秋季全国火災予防運動11月9日から15日まで 
（平成25年度全国統一防火標語）

※
氏
名
の
下
は
所
属
名

功
績
章

岡　
　
　

泉
（2） 

星　
　

隆
昌

（4）

勤
続
章
（
30
年
）

船
見　

宏
光
5-4 

檜
山　

和
彦
6-4

勤
続
章
（
20
年
）

磯　
　

康
成

（1）　

木
村　

文
明
1-2

田
代　

則
男
1-4　

吉
成　

孝
夫
1-5

笹
沼　

賢
一

（3）　

星　
　

隆
昌

（4）

笹
沼　

隆
夫
4-2　

成
田　

一
則
4-5

江
面　

正
行

（5）　

川
上　

賢
二
5-1

大
嶹　

秀
明
5-2　

田
代　

高
明
5-3

久
保
寺
美
智
男
6-2　

荒
牧　

長
雄
7-1

石
井　
　

勲
7-1　

磯
部　

一
美
7-1

第
３
分
団
長　

石
川　

康
友

山
﨑　
　

純
7-2

勤
続
章
（
15
年
）

笹
沼　

道
明
1-4　

止
部　

利
佐
1-4

青
木　
　

渉
1-4　

星　
　

敦
士
3-1

大
森　

健
二
3-1　

平
山　

康
隆
3-2

益
子　

正
一
3-3　

仲
野
谷
智
弘
4-3

小
川　

雄
一
4-4　

小
室　

武
男
4-4

河
西　
　

明
4-5　

鈴
木　

崇
史
4-5

鈴
木　

和
明
4-5　

荒
井　

元
気
4-5

小
檜
山　

篤
5-4　

永
森　

茂
治
6-1

勤
続
章
（
10
年
）

神
岡　

一
史
1-1　

小
山
田
友
和
1-2

後
藤　

正
道
1-3　

荒
井　
　

英
1-6

菊
池　

祐
一
1-6　

大
森　
　

聡
1-6

荒
井　

彰
仁
2-1　

小
松　

浩
二
2-1

薄
井　

康
浩
2-1　

益
子　

洋
平
2-2

岡　
　

勇
寿
2-2　

菊
地　

一
弘
2-3

石
井　

健
一
3-2　

大
金　

真
和
3-3

北
條　

利
幸
3-4　

藤
田　

誠
寿
4-1

影
澤　

良
一
4-1　

磯
野　
　

厚
4-2

佐
藤　

洋
介
4-4　

結
城　

靖
宏
5-1

金
井　

大
資
5-2　

大
森　

祐
城
5-2

伊
藤　

勝
幸
5-3　

髙
橋　

俊
範
5-3

阿
久
津
久
志
6-1　

瀧
田　

嘉
信
6-2

岸　
　

清
英
7-1　

小
口　

善
栄
7-1

佐
藤　

昌
孝
7-3

配
偶
者
感
謝
状

船
見
宏
光
団
員
の
配
偶
者

船
見
ヒ
サ
子

檜
山
和
彦
団
員
の
配
偶
者

檜
山　

里
子

優
良
分
団
（
竿
頭
綬
）

第
３
分
団

勤
続
章
（
５
年
）

塩
澤　
　

進
1-4　

大
金　

真
也
1-5

菊
池　

啓
佑
1-6　

星　
　

真
人
1-6

小
松　
　

晃
2-1　

益
子　

寛
之
2-1

齊
藤　

誉
明
2-2　

渡
邉　

孝
之
2-3

佐
藤　

裕
信
2-3　

川
匂　

雅
巳
2-4

森　
　

清
隆
4-1　

磯
野　

将
来
4-2

木
嶋　

奨
幸
4-3　

青
木　

顕
之
4-4

船
見　

哲
哉
5-1　

小
林　

良
進
5-3

永
森　

孝
志
6-1　

古
木　

真
樹
6-1

近
江　

孝
太
6-2　

穴
山　

孝
行
6-3

加
藤　

剛
史
6-4　

柴
田　

康
弘
7-2

屋
代　

智
章
7-2 

功
績
表
彰
（
優
良
分
団
）

第
３
分
団

第
７
分
団

永
年
勤
続
功
労
表
彰

30
年
勤
続　

船
見　

宏
光
5-4

30
年
勤
続　

檜
山　

和
彦
6-4

永
年
勤
続
退
職
表
彰（
20
年
以
上
）

（ ）
は
勤
続
年
数

大
金　
　

晋
（26）　

大
金　

勝
則

（24）

大
門　

正
美

（24）　

齋
藤　

久
志

（24）

桑
野　

浩
明

（23）　

阿
久
津　

尚
（22）

磯
野　
　

大
（21）　

飯
山　

英
明

（21）

佐
藤　

晃
一

（20）

防
火
水
槽
敷
地
協
力
者

豊
田　

紘
一
（
谷
田
）

	

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰

久
保　

亮
子
（
馬
頭
）

佐
藤　

千
鳥
（
健
武
）

益
子　

英
子
（
大
山
田
下
郷
）

坂
尾
み
ち
子
（
北
向
田
）

渡
邉　

芳
枝
（
浄
法
寺
）

塩
田
ひ
ろ
み
（
小
川
）

山
﨑　

友
香
（
谷
田
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

町
長
表
彰
　
　
　
　
　
　

団
長
表
彰
　
　
　
　
　
　

栃
木
県
消
防
協
会
　

南
那
須
支
部
長
表
彰

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰
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那珂川町長選挙結果
　任期満了に伴う那珂川町長選挙が、10月22日に告示され、10月27日投票、即日開票され、
福島泰夫氏が当選しました。各候補者の得票順の得票数は次のとおりです。

当日有権者数は、15,551 人（男 7,753人、女 7,798人）
投票者数は、11,293人（男5,563人、女5,730人）、投票率は、72.62％（男71.75％、女73.48％）
　※各投票区の投票結果を町ホームページに掲載しています。

http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/
問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会　☎０２８７－９２－１１１１

当選　　福島　泰夫　氏　　５，９０１票
　　　　大金　伊一　氏　　３，１９４票
　　　　鈴木　和江　氏　　２，１１９票

賞
さ
れ
た
「
コ
ー
ラ
ス
藍
」
の
皆

さ
ん
の
合
唱
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
お
い
て
、
次
の
方
々
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

大
那
地
小
学
校
部
分
林
管
理
委
員

会
様
（
大
那
地
）

　

馬
頭
東
小
学
校
教
育
振
興
の
た

め
、
立
木
伐
採
処
分
に
よ
る
収
益

金
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

財
団
法
人
菊
池
育
英
会
様
（
さ
い

た
ま
市
）

（平成25年度上半期分）

（前年度繰越　５億81万円含む）

一般会計予算　89億2,891万円

特 別 会 計

　

平
成
25
年
度
上
半
期
予
算
（
平

成
25
年
9
月
30
日
現
在
）
の
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
町
民
の
皆
様
に
町

の
財
政
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

き
、
町
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ

く
た
め
、
皆
様
が
納
め
た
税
金
や

国
・
県
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
補

助
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
、

そ
れ
に
支
出
の
状
況
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。

 

那
珂
川
町

 

自
治
功
労
者
表
彰
式

高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈
呈

大
金
前
町
長
が
退
任

福
島
町
長
が
初
登
庁

　

10
月
12
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
町
の

自
治
・
教
育
・
文
化
・
産
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
８
月
に
大
阪
市
で
開

催
さ
れ
た
全
日
本
お
か
あ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
で
、
優
秀
賞

に
あ
た
る
「
ひ
ま
わ
り
賞
」
を
受

　
　

（
11
月
６
日
・
役
場
前
）

その他の内訳
寄付金	 16,283万円
地方譲与税	 2,830万円
ゴルフ場利用税交付金	 2,773万円
財産収入	 1,718万円
自動車取得税交付金	 972万円
地方特例交付金	 438万円
利子割交付金	 133万円
交通安全対策特別交付金	 85万円
配当割交付金	 97万円

　　　　　　　　　　　　　　　項　目
会計名　　　　　　　　　　　　　　　

予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

①　ケーブルテレビ事業特別会計 3億8,000万円 1億8,670万円 49.1% 1億6,380万円 43.1%
②　国民健康保険特別会計 21億9,530万円 11億1,837万円 50.9% 9億6,255万円 43.9%
③　後期高齢者医療特別会計 1億8,900万円 7,815万円 41.4% 7,027万円 37.2%
④　介護保険特別会計 15億8,000万円 7億3,745万円 46.7% 6億8,960万円 43.7%
⑤　下水道事業特別会計 4億2,300万円 3億839万円 72.9% 2億3,194万円 54.8%
⑥　農業集落排水事業特別会計 7,100万円 5,010万円 70.6% 4,113万円 57.9%
⑦　簡易水道事業特別会計 1億8,700万円 1億269万円 54.9% 6,828万円 36.5%

計 50億2,530万円 25億8,185万円 51.4% 22億2,757万円 44.3%

歳 入
収入率 
54.3%

歳入総額 
48億4,966万円

国庫支出金
1億6,230万円

地方消費税交付金
9,497万円

分担金及び交付金
6,260万円

使用料及び手数料　5,691万円

諸収入　1,937万円

町債　4,630万円
県支出金
7,174万円

地方交付金
24億4,819万円

町税
12億8,356万円

繰越金
3億5,043万円

その他　2億5,329万円

歳出総額 
36億9,097万円

地方交付税 
24億7,040万
地方交付税 

24億7,040万

歳 出
執行率 
41.3％ 

公債費 
5億2,030万円 

民生費 
6億8,013万円 

総務費 
4億9,498万円 

教育費 
7億1,430万円 

衛生費 
2億9,415万円 

土木費 
3億3,293万円 

商工費 
2億1,466万円
消防費 

2億3,817万円 

農林水産業費 
1億4,385万円 

議会費 
5,750万円 

　

大
金
伊
一
前
町
長
の
退
任
式
が

11
月
５
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
支
援
及
び
教
育
振
興
の
た

め
、
故
菊
池
俊
男
氏
が
創
設
し
た

奨
学
金
給
付
制
度
を
町
が
承
継
す

る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
原
資
と
し

て
１
億
６
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
の
寄
付
に

よ
り
那
珂
川
町
菊
池
俊
男
奨
学
基

金
を
創
設
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
栃
木
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
様
（
宇
都
宮
市
）

　

公
共
の
安
全
と
福
祉
の
増
進
の

た
め
、
小
川
小
学
校
及
び
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
12
台

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
金
氏
は
平
成
21
年
11
月
６
日

に
２
代
目
の
那
珂
川
町
長
に
就
任

し
、
１
期
４
年
間
、
那
珂
川
町
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
は
、
約
１
２
０
人
の

職
員
等
を
前
に
「
皆
さ
ん
の
協
力

の
お
か
げ
で
、
や
り
た
い
こ
と
は

概
ね
実
行
で
き
ま
し
た
。
任
期
中

に
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

道
路
や
水
道
な
ど
大
き
な
打
撃
を

受
け
、
数
多
く
の
家
屋
も
被
災
し
、

復
旧
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

一
町
民
と
し
て
町
政
に
協
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
な
ど
と
退
任

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
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平成25年分　青色（記帳制度適用者）決算説明会
　氏家税務署では、青色申告決算書（収支内訳書）の作成方法や作成に当たっての注意点などに
ついて、下記のとおり説明会を開催します。対象地区以外の会場でも出席できます。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配付します。

【青色決算説明会】
開催日 開催時間 対象者 会　　場 対象地区

12月３日
（火）

午前10時～12時 農業所得関係 さくら市氏家公民館（ホール）
さくら市櫻野１３２２－８

さくら市
高根沢町午後２時～４時 営業・不動産所得関係

12月５日
（木）

午前10時～12時 農業所得関係 矢板市文化会館小ホール
矢板市矢板１０３－１

矢板市
塩谷町午後２時～４時 営業・不動産所得関係

12月６日
（金）

午前10時～12時 農業所得関係 那珂川町小川総合福祉
センター（あじさいホール）
那珂川町小川１０６５

那須烏山市
那珂川町午後２時～４時 営業・不動産所得関係

【記帳制度適用者決算説明会】
開催日 開催時間 対象者 会　　場 対象地区

12月12日
（木）

午前10時～12時 農業所得関係 さくら市氏家公民館（２階研修室）
さくら市櫻野１３２２－８

全市町
午後２時～４時 営業・不動産所得関係

【問い合わせ】氏家税務署（個人課税部門）　☎０２８－６８２－３３１１
自動音声案内の｢２｣番を選択し、決算等説明会に関するご相談である旨をお伝えください。

【平成25年９月４日に発生した竜巻
等により被害を受けた方】
【台風18号により被害を受けた方】
の申告・納付等の期限の延長等につ
いて

　今般の災害により、国税について
の申告、申請、納付などを期限まで
にできない方は、管轄の税務署長に
対し申告・納付等の期限についての
延長を申請することができます。
　詳しくは氏家税務署へお問い合わ
せください。
問い合わせ：
　氏家税務署　☎０２８－６８２－３３１１
　（自動音声でご案内します。）

償却資産の対象となるもの
①構築物（屋外広告物、舗装路面（駐車場舗
　装、構内舗装）、固定資産税・家屋の課税
　対象とならない工作物など）
②機械及び装置（包装機、加工機、精米機など）
③船舶、航空機
④車両及び運搬具（大型特殊自動車など）
⑤工具、器具、備品等（事務機器、陳列棚、
　冷蔵冷凍庫、厨房用品など）

償却資産の対象とならないもの
①無形減価償却資産
②使用可能期間１年未満の資産
③少額償却資産
④一括償却資産
⑤自動車税及び軽自動車税の対象となるもの
※③④の場合であっても、個別の資産ごとの
　耐用年数により通常の減価償却を行ってい
　るものは課税の対象となります。

～10月・11月は個人町県民税特別徴収重点取組期間です～

※個人町民税は、事業主が特別徴収（給与天引き）で納める義務が
あります。

【事業主のメリット】個人住民税の税額計算は町が行います。事
業主が計算する必要はありません。
【従業員のメリット】金融機関に出向いて納税する手間が省けま
す。また、特別徴収は納期が年12回なので、年４回の普通徴収に比
べて１回あたりの納税額が少なくてすみます。

問い合わせ　税務課住民税係　☎０２８７－９２－１１２０

※現在、特別徴収を行っていない事業者に、個人町県民
税の特別徴収を来年度から実施していただくよう、10月
と11月を重点取組期間に定めて全県下一斉に指導をして
おります。

　固定資産税の対象となる資産には、土地、家屋の他に事業のために用いる償却資産（機械、器
具、備品や構築物等、他の地方税が課税されていない事業用資産）があります。償却資産を所有
している方（会社や個人で工場や商店、農業などを経営している方）は、毎年、１月１日（賦課
期日）現在所有している償却資産について申告しなければなりません（地方税法第383条）。該当
される方には12月中旬に償却資産の申告書を送付いたしますので、税務課までご連絡ください。
　※平成25年度分の償却資産の申告をしている方は、昨年同様に送付しますので連絡の必要はあ
　　りません。

太陽光発電設備を設置された方
　再生可能エネルギー（太陽光）発電設備（蓄電装置、変電・送電設備を含む）で下記に該当す
るものは、固定資産税（償却資産）に該当します。該当する太陽光発電設備を設置した方には、
12月中旬に償却資産の申告書を送付いたしますので税務課までご連絡ください。
　■該当設備：発電量10ｋｗ以上で全量売電のもの
　　　　　　　	
※「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」に規定する認定を受

け、全量買取の対象となるものは、固定資産税の特例が受けられます。
※発電量10ｋｗ未満で、自家使用後の余剰分が買取りの対象となる場合は該当外です。

　　◆問い合わせ：税務課資産税係　☎０２８７－９２－１１２０

　平成25年中に家屋を新築（増築）した場合、平成26年度より固定資産税が課税となります。新
築された家屋の適正な評価額を求めるために家屋調査が必要となりますので、お手数でも税務課
までご連絡ください。
　また、家屋を取り壊し（一部解体を含む）した場合には、家屋滅失届の提出をお願いいたしま
す。

　　◆問い合わせ：税務課資産税係　☎０２８７－９２－１１２０

≪償却資産を所有する事業主の皆様へ≫

災害を受けた方へ 個人町民税は特別徴収で納めましょう

≪家屋の新築、増築及び取り壊しについて≫
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有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

「東山道駅路でつなぐ下野と那須」参加案内
　地域と共にある栃木の博物館創造活動事業（平成25年度文化庁「地域と協働した美術館・歴史博物館
創造活動支援事業」）として、官民協働による地域文化フェアを行います。
　これを機会に、とちぎの古代文化にぜひ触れてみてください。

●東山道ウォーク
　・日　時　11月23日 (土・祝日)　8:30　
　　　　　　那須烏山市役所南那須庁舎集合
  ・コース　長

ちょう

者
じゃ

ケ
が

平
だいら

官
かん

衙
が

遺跡～那
な

須
す

官
かん

衙
が

遺跡
　　　　　　～那須国造碑・上

かみ

下
しも

侍
さむらい

塚
つか

古墳
  ・内　容　各史跡間をバスで移動し、学芸員
の解説を聞きながら現地を散策します。史跡見
学後は県立博物館で開催
される講演会に参加しま
す。なお、昼食はご持参
ください。参加申込み、
詳しい内容ついては、下
記の問い合わせ先までお
願いします。
　・参加定員　60名
　・参加費　　無料

●まほろばテント村
　・日　時　11月24日（日）10：00～15：30
　・場　所　小川総合福祉センターあじさいホール
　　　　　　正面広場　(まほろばの湯隣設)
　・駐車場　小川総合福祉センター南側駐車場
　・内　容　地元の高校生や地域団体による食品
　　　　　　販売・古代文化体験学習・各種催し物

●特別記念講演会「韓国新
しら ぎ

羅の石造物～那
な

須
す

国
こく

造
ぞう

碑
ひ

の故郷をめぐって～」
　・日　時　11月24日（日）　12：30～
　・場　所　小川総合福祉センターあじさいホール
　　　　　　（まほろばの湯隣設）
　・講　師　朴

パク

洪
コウ

國
コク

（韓国　威
い

徳
とく

大学校博物館長)

●スタンプラリー
・期　間　11月2日（土）～12月１日（日）
・場　所　Ⓐ下野国国庁跡資料館、Ⓑ財団法人
とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター、Ⓒ
しもつけ風土記の丘資料館、Ⓓ下野薬師寺歴史
館、Ⓔ栃木県立博物館、Ⓕとびやま歴史体験
館、Ⓖなす風土記の丘資料館、Ⓗなす風土記の
丘湯津上資料館
※５館以上見学で記念品贈呈

　問い合わせ　なす風土記の丘湯津上資料館
　　　　　　　☎0287－98－3322

那須官衙跡出土の瓦
（奈良時代）

　
9
月
28
日
大
内
保
育
園
、
わ
か
あ
ゆ
保
育
園
、
10
月
12
日

ひ
ば
り
幼
稚
園
、
小
川
幼
稚
園
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
園
児
達
の
一
生
懸
命
が

ん
ば
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
園
庭
に
は
地
域
の
方
々
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
応
援
に
か
け
つ
け
、
子
ど
も
達
の
か
わ
い

ら
し
い
姿
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

デカパン・・はずかしい？

まり入れ

風を感じて！

どんどん行こう

ドキドキレース

温泉とらふぐ

紅白まり入れ

力を合わせて

かけっこ

いっとうしょうたいそう

くだものいつとるの？
今でしょ！

わかあゆオリンピック !!

パーマン・パーマン・パーマン

よさこいソーラン

げんきにゴー！

「なかちゃん」も応援に

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会

ひ
ば
り
幼
稚
園

小
川
幼
稚
園

わかあゆ保育園

大
内
保
育
園

栃木県内の推定東山道駅路、
関連遺跡、資料館所在地

公開　町民カラオケ大会
～参加者募集中～

開 催 日 時　平成26年１月26日（日）
　　　　　　午後２時から
会　　　場　馬頭総合福祉センター
問い合わせ　ケーブルテレビ放送センター
　　　　　　☎０２８７（９２）１１２１
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９
月
21
日
か
ら
22
日
の
２
日
間
、
町
総
合

体
育
館
で
第
３
回
那
珂
川
町
長
杯
少
年
少
女

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
那
珂
川
町
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
が
主
催
し
、

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
を
通
じ
、
心
と
体
を
鍛

え
、
広
く
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
将
来
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
ア
ス

リ
ー
ト
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
大
会
に
は
、
関
東
地
区
各

地
か
ら
20
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、
１
７
８
名
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
か
ら
は
、
滝
田
道
場
の
選
手
９

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
部
「
＋

60
㎏
級
」
で
優
勝
し
た
滝
田
大
輝
さ
ん
は

「
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で

き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

直
売
所
連
絡
協
議
会
主
催
、
農
産
物
の
安

全
・
安
心
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
会
式
が
10
月
６

日
、
久
那
瀬
農
産
物
直
売
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
協
議
会
阿
久
津
武
之
会
長
は
「
農
産

物
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
県
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
の
み
を
提
供

し
、
消
費
者
の
不
信
感
を
払
し
ょ
く
す
べ
く

Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
」
な
ど

と
安
全
安
心
宣
言
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

地
元
の
野
菜
と
八
溝
し
し
ま
る
を
使
っ
た
イ

ノ
シ
シ
汁
５
０
０
食
分
が
用
意
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
訪
れ
た
買
い
物
客
等
に
大
変
好
評
で

し
た
。　
　

　

各
直
売
所
で
は
、
12
月
10
日
ま
で
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
中
で
、
抽
選
で
新
米
や
直

売
所
で
利
用
で
き
る
商
品
券
が
当
た
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

第
８
回
小
砂
焼
野
焼
祭
が
10
月
13
日
に
藤

田
製
陶
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

野
焼
は
、
素
焼
き
に
し
た
土
器
を
地
面
に

並
べ
、
そ
の
上
に
直
接
、
薪
を
く
べ
て
焼
い

て
い
く
も
の
で
す
。
古
来
伝
統
の
「
ま
い
き

り
式
」
に
よ
り
火
入
れ
式
を
行
い
、
壺
や
器

な
ど
様
々
な
土
器
が
焼
か
れ
ま
し
た
。
焼
き

あ
が
る
ま
で
の
間
、
馬
頭
西
小
学
校
合
奏
団

に
よ
る
合
奏
や
小
川
リ
コ
ー
ダ
ー
愛
好
会
に

よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
様
々

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
「
野
焼
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

初
め
て
開
催
さ
れ
、
第
３
位
にO

liO
li

ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
、
ベ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
に
横
山
洋
子
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。（
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

那
珂
川
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
10
月

１
日
、
第
８
回
南
那
須
地
区
音
楽
祭
が
開
催

さ
れ
、
南
那
須
地
区
内
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
た
ち
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
出
場
し
た
各
校
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
入
選
（
優
秀
賞
）
し

た
学
校
は
、
10
月
21
日
・
22
日
・
28
日
に
宇

都
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
県
音
楽
祭
に
出
場
し

ま
し
た
。

入
選
（
優
秀
賞
）

　

馬
頭
西
小
学
校
（
合
奏
）

　

「
エ
ル
・
ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ
」

　

小
川
小
学
校
（
合
唱
）

　

「
小
さ
な
勇
気
」

　

馬
頭
中
学
校
（
合
唱
）

　

「
君
と
み
た
海
」

　

第
23
回
栃
木
県
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
塩
谷
南
那
須
地
区
大
会
が
、
10
月

24
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
管
内
の
14
中
学
校
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
学
年
代
表
な
ど
48
名
が
出
場

し
、
熱
弁
を
奮
い
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
部
で
は
、
「
私
た
ち
は
感
情
を

伝
え
る
た
く
さ
ん
の
方
法
と
機
会
を
も
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
機
会
を
逃
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
」
と
語
っ
た
フ
ラ
イ
ロ
ン　

カ
レ

ン
メ
イ
さ
ん
（
馬
頭
中
）
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
３
年
生
の
部
で
は
、
遠
藤
万
智
さ

ん
（
馬
頭
中
）
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

那
珂
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
普
及
啓
発

強
化
月
間
と
定
め
た
、
毎
年
10
月
の
第
三
土

曜
日
に
効
果
的
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
地
域
に
根
差
し
た
シ
ル

バ
ー
事
業
と
し
て
の
周
知
、
就
業
の
拡
大
、

新
規
会
員
の
募
集
を
目
的
と
し
て
、
10
月
19

日
、
馬
頭
地
区
を
３
コ
ー
ス
に
分
け
て
約
１

時
間
30
分
間
、
道
路
脇
に
落
ち
て
い
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
を
拾
い
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
岡
忠
一
理
事
長
を
は

じ
め
、
会
員
65
名
が
参
加
し
て
心
地
よ
い
汗

を
か
き
、
町
が
き
れ
い
に
な
っ
た
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
～
み
ん
な
が
主
役
！
広
め
よ
う
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
と
支
え
合
い
の
輪
～
」
を
テ
ー

マ
に
第
８
回
那
珂
川
町
福
祉
ま
つ
り
が
10
月

12
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
団

体
な
ど
33
団
体
が
参
加
し
、
福
祉
の
絵
手
紙

展
や
福
祉
用
具
の
展
示
、
介
護
や
健
康
等
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
た
ほ
か
、
各
種

様
々
な
模
擬
店
が
出
店
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
中
に
は
「
な
か
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
し
、
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

　

ま
た
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
は
、「
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
地
域
安
全
運
動
町
民
大
会
が
開
か
れ
ま
し

那
珂
川
町
長
杯

少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

農
産
物
安
全
・
安
心

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
８
回 

小
砂
焼
野
焼
祭

第
８
回
南
那
須
地
区
音
楽
祭

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

塩
谷
南
那
須
地
区
大
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
実
施

「
那
珂
川
町
福
祉
ま
つ
り
」

に
ぎ
わ
う

た
。
県
警
察
本
部
の
江
田
清
警
視
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
に
つ
い
て
講
演
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、

馬
頭
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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☆親子ビクス教室☆
１１月2０日(水)　10：30～11：３０
講　師　玉木　尚子さん
　リズムに合わせて親子で楽しく身体を動か
しましょう。

☆冬の健康講座☆
１１月２７日(水)　10：30～11：００
講　師　保健師(健康管理センター)
　冬はインフルエンザや風邪等が流行る季節
です。
　冬の病気からお子さんを守るための予防策
や乾燥から守るスキンケアなどを保健師さん
から学び、寒い冬を健康に過ごしましょう。

子育て支援センター わかあゆわかあゆ

○きらきらベビークラス　
（０歳～歩き出すまでの赤ちゃんとママが対象です）

　12月の内容はベビービクス。赤ちゃんとママのスキンシッ
プを基本に、マッサージとエクササイズのプログラムです。
ママとの絆を深め赤ちゃんの発達を促す効果があります。
日時：12月３日（火）
　　　午前10時～11時30分
場所：健康管理センター
内容：べビ―ビクス
講師：玉木尚子インストラクター
料金：100円

※動きやすい服装でお越しください。

☆マタニティクラス
～ハローベビー！～☆

　12月の内容はマタニティヨガ。体を柔
らかくし、心のリラックスをはかり、安
産に導く効果があります。マタニティヨ
ガで心も体も安定させましょう。
日時：12月11日（水）
　　　午前10時～11時30分
場所：健康管理センター
内容：マタニティヨガ
持ち物：母子手帳、バスタオル

※動きやすい服装でお越しください

■問い合わせ・参加の申し込み　　健康管理センター　☎0287－92－1188

☎0287－96－5223

健康管理センターからのお知らせ

☆子育て相談と工作あそび☆
1２月４日(水)　10：30～11：30　
講　師　大喜正昭先生
申し込み　11月29日(金)まで
　お子さんを遊ばせながら大喜先生とお話しませ
んか？気になる事がありましたら気軽にご相談く
ださい。和やかな雰囲気の中でのおしゃべり会で
すので気楽にいらしてください。
　工作遊びは簡単な動く車を作ります。

☆クリスマス飾りを作ろう☆
１２月１１日(水)　10：30～11：30
申し込み　12月６日(金)まで
　アンパンマンリースを作ります。

１に予防、２に健診、しっかり治療で糖尿病阻止
～11月は栃木県糖尿病予防・重症化予防強化月間です～

　痛みなどの自覚症状がほとんどない糖尿病は、放置していると知らないうちに症
状が進行し合併症を引き起こすことがあります。
　糖尿病は血液検査の「空腹時血糖」や「ヘモグロビンＡ１ｃ」等で判定されます。
1年に１回は健診を受診しましょう。
　町では下記のとおり、糖尿病教室を開催します。糖尿病で治療中の方、健診で血
糖値が高めの方など、ぜひご参加ください。

日　　程 内　　　　　容
11月15日（金） 講話「糖尿病の理解と合併症」※わかりやすいお話です。

11月22日（金） 講話・実技「続けられる運動実践」※自信のない方でもできます。

11月29日（金） 講話「むずかしくない糖尿病の食事療法」※食べ過ぎないコツを一緒に学びましょう。

12月 6 日（金） 講話・実習「合併症にならないポイントと調理実習」

12月13日（金） 「寒い冬を暖かく：自分の身体をいたわる方法」

　※参加を希望する方は、11月14日（木）までに健康管理センターまでお申し込みください。
　　（☎０２８７－９２－１１８８）

込
ん
で
し
ま
う
と

心
身
と
も
に
ゆ
と

り
が
持
て
な
く
な

り
ま
す
。

①
い
つ
も
笑
顔
で
接
し
て
安
心
感

を
与
え
よ
う

②
本
人
に
気
付
い
て
も
ら
う
た

め
、
先
に
話
し
て
み
よ
う

③
困
っ
た
と
き
に
助
け
て
く
れ
る

人
を
見
つ
け
る

④
気
楽
に
何
で
も
話
せ
る
仲
間
を

見
つ
け
る

⑤
一
日
に
一
回
は
外
へ
出
て
息
抜

き
す
る

⑥
介
護
の
失
敗
を
し
て
も
自
分
を

責
め
な
い

⑦
も
し
怒
鳴
って
し
ま
っ
た
場
合
は
、

他
人
に
話
し
て
気
楽
に
な
る

⑧
家
族
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を

隠
さ
な
い

⑨
認
知
症
に
つ
い
て
勉
強
し
て
心

の
余
裕
を
も
つ

⑩
楽
し
み
を
見
つ
け
る

　

が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
よ
う
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
、
愚
痴

を
言
え
る
仲
間
を
見
つ
け
た
り
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
心
が
け
息
抜
き

し
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
は
「
口
腔
の
健
康
・
ケ
ア
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７
（
96
）
２
１
６
１

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

認
知
症
の
方
へ
の　
　

　
　
　
　
　

接
し
方

　

今
回
は
、
認
知
症
の
方
へ
の
接

し
方
、
周
囲
の
方
の
対
応
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
は
、
感
情
や
そ
の

人
ら
し
さ
は
い
つ
ま
で
も
豊
か
に

残
っ
て
い
ま
す
。
訴
え
や
行
動
に

は
原
因
が
あ
る
と
考
え
、
受
け
止

め
る
こ
と
、
見
守
る
こ
と
を
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

●
本
人
の
生
い
立
ち
や
価
値
観
、

性
格
を
よ
く
理
解
し
て

　

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、

本
人
の
生
い
立
ち
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
性
格
、
趣
味
な
ど
こ
れ
ま

で
の
人
格
、
価
値
観
を
理
解
し
接

し
ま
し
ょ
う
。

●
本
人
に
合
っ
た
「
接
し
方
」
や

「
ケ
ア
の
方
法
」
で

　

希
望
や
好
み
、
不
安
や
焦
燥
感

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
か

個
別
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
理
解
し
て
接
し
て
く
れ
る
人
を

頼
り
に
し
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
感
情
、
楽
し
い
、

嬉
し
い
、
悲
し
み
、
怒
り
な
ど
を

受
け
止
め
寄
り
添
い
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
は
周
り
の
大
切
な
人
を

失
っ
た
り
、
健
康
や
仕
事
な
ど
の

喪
失
感
を
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
感
情
を
も
理

解
し
、
安
心
感
と
信
頼
関
係
を
築

き
ま
し
ょ
う
。

●
よ
い
感
情
を
残
す
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う

　

事
実
関
係
を
忘
れ
て
も
感
情
は

長
く
心
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

や
さ
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
接
し

方
を
心
が
け
穏
や
か
な
感
情
を
引

き
出
し
ま
し
ょ
う

●
い
つ
も
笑
顔
で
接
し
ま
し
ょ
う

　

相
手
の
表
情
か
ら
喜
怒
哀
楽
の

感
情
は
読
み
取
れ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
場
合
で

も
笑
顔
で
接
し
ま
し
ょ
う
。

●
怒
鳴
ら
ず
、
や
さ
し
く
接
し
ま

し
ょ
う

　

高
圧
的
な
言
葉
や
態
度
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

●
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う

　

認
知
機
能
が
低
下
す
る
た
め
、

も
の
を
考
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
落

ち
、
一
度
に
処
理
で
き
る
情
報
量

が
減
る
の
で
、
そ
の
人
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
介
護
の
心
得

　

介
護
す
る
人
が
何
で
も
背
負
い

センターでお孫さんと　　　　
　　　　一緒にあそびましょう。

　子育て中はおじいちゃん、おばあちゃんの
手助けが大変心強くて助かりますね。
　安心して遊べるセンターにお孫さんと一緒
に是非遊びにきてください。
　　　　　　お待ちしています。

センターは、
0歳から就学前のお子さんと

ご家族の方が一緒に遊べる場所です。
親子のふれあい、交流の場、育児相談
の場として気軽にご利用ください。
利用時間　月曜日～金曜日　

9:00～17:00
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開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

たのしい絵本と紙しばいの会　　   　
・11月21日（木）午前10時30分～
・12月 ５ 日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

高校生ボランティアのおはなし会 　  　
・11月17日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　馬高ボランティア部の方たちが、たのしい紙しばい
や絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、クリスマスの飾りをつくります。

読　書　会　 　　　　　　　　    　
・12月11日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「聞く力」　阿川　佐和子／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

婦人ボランティアのおはなし会  　    　
・12月14日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。おはなしの後は、
松ぼっくりツリーを作ります。

本をみて作る切り絵・おりがみ  　    　
・11月24日（日）午前10時～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・募集人数  10名（先着順）
・参加費　　無料
　大人の方を対象にした工作教室です。
　サンタとトナカイの切り紙と、クリスマスツリーの
折り紙をします。

ＪＶＣのおはなし会　　　　　　　 　
・11月16日（土）午後２時～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、たのしい
紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、折り紙をしてあそびましょう。

小川おはなし会　　　　　　　  　  　
・12月７日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、クリスマスの飾りを作ります。

馬頭図書館　11月16日～12月15日のお休み

小川図書館　11月16日～12月15日のお休み

日 月 火 水 木 金 土
11/16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
12/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15

日 月 火 水 木 金 土
11/16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
12/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館
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●第21回秋季特別展「われ、西より
来たりて那須の地を治める！―地方
から古墳文化のはじまりを探る―」
　3世紀から4世紀、古墳時代の那
須の動きを、周辺地域の資料との比
較や、初期ヤマト政権との関わりな
どから探っていきます。
会期　11月24日（日）まで
開催場所　第一会場：大田原市なす
風土記の丘湯津上資料館
第二会場：県立なす風土記の丘資料館
●冬季企画展「干支の考古学―午を
考古学する―」
　私たちの生活にとても身近な「干
支」の由来を分かりやすく紹介する
とともに、平成26年の干支である
「ウマ」を取り上げ、ウマと人との
係わり合いを紹介します。
会期　平成25年12月7日（土）か
ら平成26年1月19日（日）まで
開催場所　なす風土記の丘資料館
●古代文字講座
日時　12月8日（日）
　　　午前9時～12時
定員　30名　参加費　無料
内容　「ウマ」の文字に関する講話を
聞き、消しゴムハンコをつくります。
●正月縁起物づくり
日時　12月15日（日）
　　　午前9時30分～12時
定員　40名　参加費　無料
開催場所　なす風土記の丘資料館
内容　ミニ門松（約30cm）１組を
作ります。
観覧料金　一般100円
学生50円、中学生以下は無料
休館日　月曜日（祝日開館）、
　　　　祝日の翌日
※11・12月中の毎週土・日曜日
（イベント開催日は除く）は勾玉づ
くり体験が無料でできます。
申し込み・問い合わせ
県立なす風土記の丘資料館
☎0287－96－3366 FAX0287－96－3340

平成２６年度
那珂川町奨学生募集
募集定員
高等学校奨学生……………５名程度
短大（専門学校）奨学生…	２名程度
大学生奨学生………………２名程度
※ただし、応募状況により変更あり
貸与額　高等学生	 …月額13,000円
短大（専門学校）生	 …月額30,000円
大学生	 ………………月額30,000円
奨学金の返還　貸与終了後、年賦、月
賦等で返還（奨学金は無利息）
申込期限　12月20日（金）
申し込み・問い合わせ
学校教育課　☎0287－96－2114
平成２６年度
那珂川町菊池俊男奨学金
奨学生募集

募集定員　高等学校奨学生…７名
　　　　　大学奨学生………３名
支給額　高等学生 …月額10,000円
　　　　大学生	……月額25,000円
※奨学金の返還は不要です
申込期限　12月20日（金）
申し込み・問い合わせ

学校教育課　☎0287－96－2114
塩谷・南那須地区公立中学校

募集の条件等
・健康でやる気のある方
・教員免許状所有の方
・塩谷・南那須地区内へ通勤可能な方
申込方法
　塩谷南那須教育事務所のホームページ
にある履歴書又は市販の履歴書に必要事
項を記入の上、下記の申込先へ送付。
募集期間　11月1日（金）～
　　　　　　　　12月27日（金）
採用について　書類選考・面接の
上、３月上旬頃までに連絡。
申し込み・問い合わせ
〒329-2163　矢板市鹿島町20-22
塩谷南那須教育事務所
☎0287－43－0176　Fax0287－43－0535

対象施設及び日程	 ※午後７時～
施設名 会議日程 会　場

馬頭運動場
・

小川運動場

12月4日
（水）

小川総合福祉
センター多目
的集会室

総合体育館
12月11日
（水）

総合体育館会
議室

小川体育館
12月18日

（水）

小川総合福祉
センター多目
的集会室

対象者　平成26年度に上記施設の
定期的な利用を予定している団体・
個人
申込期限　11月22日（金）まで
に、夜間利用参加申込書を町生涯学
習課に提出してください。
問い合わせ

生涯学習課　☎0287－96－2116

平成25年度なかがわ町民大学
「地域を守る目と知識」
　～みんなで地域の安全安心を
　　　　　　　　考えませんか～
講師　梅本　正行　氏
（NPO法人 日本防犯学校学長／犯
罪・防犯アナリスト）
日時　12月1日（日）午後1時30分
会場　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
入場無料　※入場整理券が必要。
整理券配布場所　馬頭図書館・役
場小川庁舎生涯学習課
※満６か月～小学校低学年のお子さ
んは一時保育をご利用ください。
一時保育申込締切　11月22日（金）
問い合わせ・一時保育申込先

生涯学習課　☎0287－96－2116

日時　①12月8日（日）
午前9時30分～午後0時30分
②12月14日（土）午後1時～4時
会場　とちぎリハビリテーション
センター　１Ｆ　相談室
対象疾患　
①視覚系疾患（網膜色素変性症、難
治性視神経症、加齢黄斑変性）
②皮膚・結合組織系疾患（強皮症、
好酸球性筋膜炎、硬化性委縮性苔
癬、混合性結合組織病、神経線維
腫症Ⅰ型（レックリングハウゼン
病）、神経線維腫症Ⅱ型、結節性硬
化症（プリングル病）、表皮水疱
症、膿苞性乾癬、天疱瘡、重症多形
滲出性紅斑（急性期）、色素性乾皮
症、先天性魚鱗癬様紅皮症）
担当医師　
①自治医科大学附属病院　眼科　

　　　牧野　伸二医師
②自治医科大学附属病院　皮膚科

小宮根　真弓医師
申し込み・問い合わせ
とちぎ難病相談支援センター

☎028－623－6113

日時　11月26日（火）
　　　12月３日（火）
※受付時間　午前9時～午後4時
場所　栃木県県北健康福祉センター
　　　（県北保健所）
検査内容　HIV即日検査（匿名・無
料で検査実施）
対象者　感染の機会から12週以上
経過した人（予約不要）
検査結果　採血後1時間程度で本人
面接の上、直接知らせる場合によ
り、詳しい検査が必要になることも
あります。
問い合わせ　県北健康福祉センター
地域保健部　健康対策課
感染症予防担当　☎0287－22－2679

とちぎ難病相談支援センター
医療相談のお知らせ

県立なす風土記の丘資料館
展示会および関連イベント

のご案内

町体育施設
夜間調整会議のお知らせ

平成26年度
那珂川町奨学生募集

平成25年度なかがわ町民大学
「地域を守る目と知識」

平成26年度
那珂川町菊池俊男奨学金

奨学生募集

塩谷・南那須地区公立中学校
県採用・市町採用

非常勤講師の募集について

定期外HIV検査実施
のお知らせ

普通救命講習会
開催のお知らせ

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

企画番組・文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 赤ちゃんがいっぱい
18:00 歴史的建造物を科学する
18:30

企画番組・文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 薬草日記
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
朝まで 文字放送

区分 住宅名 戸数 間取り 入居時家賃（円）

町営 松ケ丘住宅 ３戸 ３K 10,500～13,500

町営 古館住宅 １戸 ３K 12,700～18,900

町営 大宝地住宅 １戸 ３ＤK 22,800～33,900

町有 サン・コーポラス馬頭 ２戸 ３ＤK 30,000

町有 ゆりがねハイツ ２戸 ３ＤK 47,000/50,000

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間　11月13日（水）～
　　　　　　　　11月29日（金）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、お問い合わせください。
問い合わせ　建設課管理係

　☎0287－92－1118

期日　12月7日（土）
時間　午前9時30分～12時30分
場所　那須烏山市保健福祉センター
　　　（那須烏山市田野倉85-1）
定員　30名（中学生以上）
参加費　無料
申込期限　11月20日（水）
　　　　※定員になり次第締め切り
申し込み・問い合わせ
烏山消防署　☎0287－82－2009
那須烏山市中央1－16－9

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

町営住宅入居者募集

★ケーブルテレビ企画番組

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：Z0120-227-445

日　付 番　組　名

11/4～11/1 特選サイエンス
チャンネル

11/11～11/17 烈公と小砂焼　
～郷土資料館企画～

11/18～11/24
臨時議会

リクエストアワー

11/25～12/1 邦楽民謡舞踊祭　
～那珂川町文化祭～

12/2～12/8 ハロー!!　元気っこ

黒羽矯正展
日時　11月23日（土・祝日）
場所　黒羽刑務所（大田原市寒井）
内容　刑務所内見学、刑務所作
　　　業製品の展示・販売等
問い合わせ　黒羽刑務所

☎0287－54－1198

お知らせ お知らせ
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う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

平
野　

聡そ
う

大だ
い　

利
彦　
　

和
見

　
　
　
　
　
　

和
代

岡
田　

実み
の
り祈　

守　
　
　

富
山

　
　
　
　
　
　

道
恵

菊
池
ゆ
み
な　

正
行　
　

富
山

　
　
　
　
　
　

麻
美

河
西　

省し
ょ
う
ご吾　

明　
　
　

富
山

　
　
　
　
　
　

美
果

北
條
　
愛あ
い

翔と

　
利
幸

　
　
大
山
田
下
郷

　
　
　
　
　
　

由
布
子

11月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　	 9,220 人（－ ２）
 　女　	 9,157 人（－ ６）
 　計　18,377 人（－ ８）
 世帯数  6,122　   （－ ２）

（　）内は前月との比較

お
く
や
み

  

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）  （
住
所
）

田
代
幸
知
枝　
（
81
）　

馬　

頭

屋
代
美
津
子　
（
63
）　

馬　

頭

小
島　

良
夫　
（
82
）　

馬　

頭

小
口　
　

弘　
（
88
）　

馬　

頭

星　

ハ
ツ
ヱ　
（
75
）　

馬　

頭

阿
久
津
盛
夫　
（
58
）　

矢　

又

大
森
美
智
子　
（
72
）　

和　

見

小
髙　

賢
忍　
（
85
）　

和　

見

髙
野　

テ
ル　
（
85
）　

久
那
瀬

小
林　

ト
ク　
（
82
）　

谷　

川

岡　

よ
し
子　
（
60
）　
大
山
田
下
郷

笹
沼
謹
一
郎　
（
87
）　

小　

砂

小
泉　

晴
夫　
（
86
）　

小　

川

濱
野　

カ
ネ　
（
88
）　

小　

川

吉
田　
　

稔　
（
83
）　

三　

輪

福
島　

新
壽　
（
94
）　

芳　

井

　

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　

９
月
21
日
～
10
月
20
日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

☆コンポスト肥料・大特価販売中☆

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

☆野菜 ☆花 ☆果樹
☆植木 ☆芝 ☆稲作

 
FM栃木・レディオベリー

『那珂良しラジオ』絶賛

～『有機性堆肥』を作っています～

株式会社ピラミッド
那珂川町芳井4-35

☎0287－96－4550

　町で開催している「介護予防教室」
等の参加者への介助・誘導・声掛けな
どをしてくれるボランティアスタッフを
募集します。
日時・内容
第1回　11月22日（金）「ボランティア
の心得、高齢者への対応」
第2回　12月13日（金）「介護予防運
動の目的と実技」
※いずれも午前9時～11時30分
場所　すこやか共生館
申込期限　11月20日（水）
申し込み・問い合わせ
町地域包括支援センター

☎0287－96－2161

　次のような内容で、新規就農希望者
の個別相談等を行います。
○新規就農希望者の個別相談
○農業研修受講相談
○農業法人等への就農相談
○青年就農給付金事業の説明・相談
日時　12月1日（日）
　　　午前10時～午後3時
場所　とちぎアグリプラザ
　　　（宇都宮市一の沢2-2-13）
問い合わせ　栃木県農業振興公社

☎028－648－9511

　平成26年度ホンモロコの養殖を始
めたいと思っている方に事業費の一
部を補助します。
対象者　町内に住所を有する３名以
上の生産組織
補助金額　
事業費の1/2以内（30万円限度）
申込締切　11月22日（金）
問い合わせ　農林振興課

☎0287－92－1113

　農業によって生じた廃プラスチッ
ク類（ビニール、ポリ等）及び不要
になった農薬や有効期限の切れた農
薬、農薬空容器は、「産業廃棄物」
です。「産業廃棄物」の野焼きや不
法投棄は、「廃棄物の処理及び清掃
に関する法律」で禁止されており、
厳しく罰せられます。
　廃プラスチック類は、JA なす南
使用済農業生産資材適正処理推進協
議会が有料で回収しています。決め
られた分別に従い、適正処理を実施
して下さい。
回収日時及び回収場所
○１回目　12月14日（土）
　　午前９時～午後２時
　　小川農業本倉庫前
○２回目　１月19日（日）
　　午前９時～午後２時
　　旧大内コンニャク荒粉加工所
※事前の申し込みが必要です。
申し込み・問い合わせ
　JAなす南　営農企画課

☎0287－96－6170

ホンモロコ養殖事業
募集のお知らせ

農業用廃プラスチック類は
適正に処理しましょう。

新規就農相談会
inとちぎ２０１３

介護予防ボランティア
「ほっとなかがわ」
スタッフ募集

不法投棄現場周辺へかかる水質分析結果について
（平成25年度第2回年間変動調査分）

小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
　調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
　採 水 日　平成25年８月19日
　採水場所　１．周辺環境水
　　　　　　　（１）投棄地直下河川
　　　　　　　（２）農業用水
　　　　　　２．投棄現場浸出水
　　　　　　　（１）投棄地下流側観測井
　　　　　　　（２）投棄地内観測井
　調査結果　すべての観測地で環境基準以下
　　　　　　→周辺への汚染拡大の兆候は見られない。
　問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎０２８７－９２－１４１１
　　　　　　　環境総合推進室　☎０２８７－９２－１１１０

お知らせ

地
（
旧
馬
頭
農
協
小
砂
支
所
）
で

陶
工
の
育
成
を
担
う
陶
器
学
校
と

し
て
地
域
の
期
待
と
希
望
は
大
き

い
も
の
で
し
た
。

　

大
正
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
教

育
内
容
も
充
実
し
、
ま
す
ま
す
専

門
性
を
発
揮
し
、
先
進
地
で
あ
る

他
県
か
ら
教
員
を
迎
え
、
実
業
学

校
の
体
制
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
期
待
さ
れ
た
陶
器
学
校

も
村
費
の
膨
張
と
業
界
不
振
、
設

立
の
目
的
に
反
し
、
卒
業
生
が
他

府
県
に
走
り
農
業
に
転
業
す
る
者

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
入

学
者
も
減
少
傾
向
と
な
り
、
大
正

15
年
（
１
９
２
６
）
に
そ
の
姿
を

消
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

馬
頭
郷
土
資
料
館　

　
　
　
　
　
　

館
長　

藤
田
博
雄

実
業
教
育
の
さ
き
が
け 

―
大
山
田
陶
器
学
校
―

　

明
治
政
府
は
、
明
治
５
年

（
１
８
７
２
）
に
日
本
に
近
代
的

学
校
制
度
を
発
布
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
全
国
各
地
に
小
学
校

（
３
年
課
程
）
が
開
校
し
、
明
治

８
年
に
小
砂
小
学
校
が
開
校
、
明

治
21
年
に
は
４
年
課
程
の
小
砂
尋

常
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
明
治
23
年
（
１
８
９

０
）
に
大
山
田
尋
常
小
学
校
西
校

と
改
称
し
、
高
等
小
学
校
が
大
山

田
に
開
校
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
小
砂
の
児
童
で

高
等
科
の
希
望
者
は
大
山
田
へ
通

学
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
山
田

ま
で
は
花
館
峠
も
越
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
小
砂
の

父
兄
達
は
会
議
を
重
ね
、
自
分
た

ち
の
力
で
高
等
小
学
校
を
新
設
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て

明
治
24
年
に
私
立
高
等
小
学
校
を

西
小
学
校
内
に
併
設
開
校
し
ま
し

た
。
明
治
26
年
に
は
、
政
府
の
殖

産
興
業
政
策
の
も
と
で
、
労
働
者

の
質
を
高
め
、
義
務
教
育
の
補
習

と
実
務
上
の
基
礎
知
識
や
技
能
を

授
け
る
職
業
教
育
の
機
能
を
併
せ

持
つ
も
の
と
し
て
「
実
業
補
習

学
校
規
程
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
明
治
29
年
私
立
高
等
小
学

校
を
大
山
田
工
業
補
習
学
校
（
修

業
３
ヶ
年
）
と
改
め
、
実
業
技
術

教
育
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
工
業
補
習
学
校
が

開
校
さ
れ
、
栃
木
県
に
お
け
る
実

業
教
育
の
さ
き
が
け
と
し
て
先
進

的
役
割
を
は
た
し
ま
し
た
。
発
足

後
、
数
年
を
経
る
と
基
礎
が
出
来

た
も
の
の
、
生
徒
数
の
増
加
に
併

せ
て
教
員
の
増
加
、
給
与
の
増
額

な
ど
村
費
で
賄
い
き
れ
な
く
な
り
、

明
治
32
年
か
ら
５
年
間
に
わ
た
り

国
・
県
の
補
助
を
受
け
、
廃
校
の

危
機
を
免
れ
ま
し
た
。

　

明
治
42
年
５
月
７
日
に
は
大
山

田
工
業
補
習
学
校
を
「
村
立
大
山

田
陶
器
学
校
」
と
改
称
し
て
５
月

16
日
に
開
校
し
ま
し
た
。
乙
種
程

度
の
実
業
学
校
と
認
め
ら
れ
、
模

型
、
轆ろ
く
ろ轤
、
陶と
う

画が

の
三
科
で
始
ま

り
ま
し
た
。
翌
年
に
は
小
学
校
校

舎
（
西
校
校
倉
舎
）
が
新
築
さ
れ

た
の
で
、
小
学
校
は
新
校
舎
に
仮

移
転
し
、
明
治
43
年
５
月
28
日
を

も
っ
て
、
15
年
ぶ
り
に
正
式
に
分

離
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
小
砂
の

大山田陶器学校（旧馬頭農協小砂支所）

寄
贈
【
10
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
町
へ

３
万
円　

大
森
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様

２
万
円　

関
東
フ
ー
ズ
し
し
ま
る
隊
様

図
書
「
太
平
洋
戦
争
戦
没
者
の
記
録

　
　

 

『
苦
し
み
の
日
々
』
」
61
冊

那
珂
川
町
遺
族
会
様

○
図
書
館
へ

図
書「
下
野
手
仕
事
會
四
十
年
之
軌
跡
」

藤
田　

真
一
様
（
小
砂
）

図
書
「
そ
ば
屋
幻
庵
８
巻
」
他
２
冊
　

　
　
　
　
　

匿
名

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

８
千
円　
　

匿
名
（
４
６
８
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

２
万
円　
　

益
子
和
弘
様
（
健
武
69
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
の
事
業
費
へ

１
万
円　
　

匿
名
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

０
５
７
０

－

０
６
４

－

０
０
０

（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

秋季特別展

天下をめぐる男たちの戦い―城と武将―
　城の石垣に足場
を組み、生き生き
と働く男たち。こ
れは、織田信長の
居城、清洲城の石

垣を修理しているところです。 
　清洲城の石垣が暴風雨で崩れてしまい、ある
武将が監督を任されて修復工事に取り掛かった
のですが、20日程経過しても一向に完成しませ
んでした。端から石をひとつひとつ積んでいく
工事の様子を見ていた信長の家臣、豊臣秀吉
は、「危ない、危ない。こんな調子じゃ、いつに
なるか分からない」と信長に聞こえるように呟き
ます。それでは秀吉なら何日で出来るかと信長が聞い
たところ、秀吉は、３日でやって見せます、と答えまし
た。そこで秀吉が石垣の工事の監督を任されることに
なります。
　秀吉はまず、人夫を10組に分け、作業場所を10間
（約18メートル）づつ分担させました。このように分担
して工事することを「割

わり

普
ぶ

請
しん

」といいます。これは、そ
れまでだれも考えつかなかったやり方でした。
　そして、秀吉は、一番最初に仕上げた組に多大な恩
賞金を取らせることを約束しました。そこで、隣組に
遅れてなるものかと競争が始まったのです。横を見る
と他の組の石垣がどれだけ高くなっているか一目瞭然
です。手を抜くことも出来ません。秀吉は工事現場に
出向き、一生懸命働く人夫たちにねぎらいの言葉をか
けて回りました。こうして、４日目の朝には塀の修復が
すっかり終わっていたということです。
　図の左手では、工事の進み具合を見に来た織田信
長に秀吉が正座して説明している様子が描かれていま
す。完成間近の石垣を見て、信長は感心し、馬上から扇
を広げて「あっぱれ！」と言っているようです。

　百姓から天下人へと上り詰めた秀吉は、「戦国一の
出世頭」といわれますが、知恵を働かせ、最善を尽くす
姿勢こそが秀吉を大出世に導いたのだといえるでしょ
う。展覧会では、この「清

きよ

洲
す

城
じょう

割
わり

普
ぶ

請
しん

」をはじめ、「墨
すの

俣
また

の一夜城」、「高松城の水攻め」、「中国大返し」など
秀吉の機知に富んだエピソードを浮世絵を通して紹介
しています。
　　　　　馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子

【会　　期】　
1０月２５日（金）～１１月２４日（日）

【開館時間】　
午前９時３０分より午後５時まで（但し入館は４時３０分まで）

【入館料】　大　　人　　　７００円（６３０円）
　　　　　高・大学生　　　４００円（３６０円）
　　　　　 ※（ ）は２０名以上の団体料金。
　　　　 　※７０歳以上の高齢者、中学生以下は無料。
　　　　　 ※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額
■1１月17日（日）は「広重紅葉祭り」です。入館無料ですので、紅葉
と芸術を楽しみに広重美術館にお出かけ下さい。

第 回
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　小砂焼野焼祭で行われた「野焼踊りコンテスト」の
様子です。町内外からたくさんの方が参加し、賑わっ
ていました。

入選「紅葉眺める」
江川　多嘉さん（宇都宮市）

撮影場所：乾徳寺

歌川貞秀「太平記之内此下藤吉郎喜世寿城於幾津久廼図」
太田記念美術館蔵


